
JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

電気分野 構造試験 Ｃ６０６５ 家庭用電子機
器の安全性

５．１表示及び
取扱説明書

目視試験。規格要求にある手順に則り、試験後における試験適用部分
の状態を確認し、判別の可否を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６０６５ 家庭用電子機
器の安全性

５．３定格評価 目視検査。規格要求に則り、規格で要求されている表示がなされている
かどうかを確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６０６５ 家庭用電子機
器の安全性

９．１．７放電試
験（電源プラグ
の引き抜き）

規格要求に則り、電源ＯＦＦ後の電源接続プラグのピンに残留する電気
エネルギー／電圧を測定／確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６０６５ 家庭用電子機
器の安全性

１９．１、１９．２
機械的安定性

規格要求に則り、被測定物の機械安定性を確認する。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

１．７．１５耐久
性（表示及び取
扱表示）

目視試験。規格要求にある手順に則り、試験後における試験適用部分
の状態を確認し、判別の可否を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

２．１．１、２．１．
２充電部品の保
護（充電部品へ
の接近）

目視試験。規格要求にある手順に則り、危険活電部の有無の確認や、
危険活電部への接近／接触の可能性を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

２．１．３．１ＥＬＶ
回路（内部配線
への接近）

目視試験。規格要求にある手順に則り、危険活電部の有無の確認や、
危険活電部への接近／接触の可能性を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

２．１．５操作者
接近区域におけ
るエネルギーの
危険

目視試験。規格要求にある手順に則り、危険活電部の有無や、危険活
電部への接近／接触の可能性を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

２．１．１０一次
側コンデンサの
放電

規格要求に則り、電源ＯＦＦ後の電源接続プラグのピンに残留する電気
エネルギー／電圧を測定／確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

４．１．１安定性 規格要求に則り、被測定物の物理的な安定性を確認する。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

不確かさカテゴリー分類結果一覧表（Ⅰ定性試験）



JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

４．２．２、４．２．
３　３０Ｎの外力
試験／２５０Ｎの
外力試験（機械
的強度及び外力
に対する保護）

規格要求に則り、被測定物が備えるエンクロージャーの機械的強度が
規格要求を満足するものであるかどうかを確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 機械的試
験

Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

４．２．４、４．２．
５鋼球試験／落
下試験（機械的
強度及び外力に
対する保護）

目視試験。規格要求に則り、被測定物が備えるエンクロージャーの機械
的強度が規格要求を満足するものであるかどうかを確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

４．２．６内部応
力緩み試験（機
械的強度及び外
力に対する保
護）

規格要求に則り、被測定物の樹脂のエンクロージャーの高温環境下で
の強度や外形の変化を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 難燃性試
験

Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

Ａｎｎｅｘ．Ａ１総
質量が１８ｋｇを
越える可搬型機
器、及び据置型
機器の防火用エ
ンクロージャの
難燃性試験

規格要求に則り、該当部分の燃焼試験を実施する。被試験物の燃焼速
度などを確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 難燃性試
験

Ｃ６９５０ 情報技術機器
の安全性

Ａｎｎｅｘ．Ａ６　Ｖ
－２区分のため
の難燃性試験

規格要求に則り、該当部分の燃焼試験を実施する。被試験物の燃焼速
度などを確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ９２０６ 電気オーブン ７．１構造試験 目視試験。規格要求にある手順に則り、被試験物の外観や構造を確認
する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 機械的試
験

Ｃ９２０６ 電気オーブン ７．１２扉開閉部
の耐久性試験

扉の開閉を無通電で毎分２０回の割合で５０００回行う。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 耐久性試
験

Ｃ９２１３ 電気ポットの安
全性

８．１３湯沸し用
電熱線の耐久
性試験

規定に基づき通電及び休止の操作を５０回繰り返す。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。



JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

電気分野 構造試験 Ｃ９３３５－
１

家庭用及びこれ
に類する電気機
器の安全性

７．１４表示及び
取扱説明書

目視試験。規格要求にある手順に則り、試験後における試験適用部分
の状態を確認し、判別の可否を確認する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 構造試験 Ｃ９３３５－
１

家庭用及びこれ
に類する電気機
器の安全性

８．１充電部へ
の接近に対する
保護

目視試験。規格要求にある手順に則り、被測定物の構造を確認する。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない。

電気分野 絶縁試験 Ｃ９３３５－
１

家庭用及びこれ
に類する電気機
器の安全性

１３．３運転時に
おける耐電圧

運転状態において、電源の片側と可触金属部との間で、所要の高電圧
を１分間加え、絶縁破壊の有無を確認する。

Ⅱ定量
試験Ａ

結果が数値で表されない。

繊維分野 耐光・汗耐
光堅ろう度
試験

Ｌ０８４２ 紫外線カーボン
アーク灯光に対
する染色堅ろう
度試験方法

試験片を規定の方法に基づいて紫外線カーボンアーク灯で処理し、取り
出して試験片の変退色の程度をブルースケールを用いて比較し、その
堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 耐光・汗耐
光堅ろう度
試験

Ｌ０８４３ キセノンアーク
灯光に対する染
色堅ろう度試験
方法

試験片を規定の方法で露光後、試験片とブルースケールを２時間以上
暗所に放置した後、灰色下敷上に並べ、試験片とブルースケールの変
退色を視感によって判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 洗濯・ドラ
イクリーニ
ング・塩素
処理水堅
ろう度試験

Ｌ０８４４ 洗濯に対する染
色堅ろう度試験
方法

複合試験片を規定の方法に基づいて試験液に入れて処理し、水洗して
乾燥後、試験片の変退色と添付白布の汚染の程度をグレースケールと
比較して、その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 汗・水・海
水・昇華堅
ろう度試験

Ｌ０８４６ 水に対する染色
堅ろう度試験方
法

複合試験片を規定の方法に基づいて水で処理し、取り出して乾燥後、試
験片の変退色と添付白布の汚染の程度をグレースケールと比較して、
その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 汗・水・海
水・昇華堅
ろう度試験

Ｌ０８４７ 海水に対する染
色堅ろう度試験
方法

複合試験片を規定の方法に基づいて塩化ナトリウム溶液で処理し、取り
出して乾燥後、試験片の変退色と添付白布の汚染の程度をグレース
ケールと比較して、その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 汗・水・海
水・昇華堅
ろう度試験

Ｌ０８４８ 汗に対する染色
堅ろう度試験方
法

複合試験片を規定の方法に基づいて人工汗液で処理し、取り出して乾
燥後、試験片の変退色と添付白布の汚染の程度をグレースケールと比
較して、その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 摩擦堅ろう
度試験

Ｌ０８４９ 摩擦に対する染
色堅ろう度試験
方法

摩擦試験機を用いて、試験片と摩擦用白綿布とを互い摩擦し、摩擦用白
綿布の着色の程度を汚染用グレースケールと比較して、その堅ろう度を
判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断



JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

繊維分野 汗・水・海
水・昇華堅
ろう度試験

Ｌ０８５４ 貯蔵中昇華に対
する染色堅ろう
度試験方法

複合試験片を規定の方法に基づいて乾熱処理し、昇華による試験片の
変退色と添付白布の汚染の程度をグレースケールと比較して、その堅ろ
う度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 洗濯・ドラ
イクリーニ
ング・塩素
処理水堅
ろう度試験

Ｌ０８６０ ドライクリーニン
グに対する染色
堅ろう度試験方
法

複合試験片を規定の方法に基づいてドライクリーニング溶液で処理後、
新たな液ですすぎ脱水乾燥後、試験片の変退色と添付白布の汚染の程
度をグレースケールと比較して、その堅牢度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 洗濯・ドラ
イクリーニ
ング・塩素
処理水堅
ろう度試験

Ｌ０８８４ 塩素処理水に対
する染色堅ろう
度試験方法

複合試験片を規定の方法に基づいて、次亜塩素酸ナトリウムの希釈溶
液で処理し、取り出して乾燥後、試験片の変退色の程度をグレースケー
ルと比較して、その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色の変化の目視比較による判断

繊維分野 耐光・汗耐
光堅ろう度
試験

Ｌ０８８８ 光及び汗に対す
る染色堅ろう度
試験方法

試験片を規定の方法に基づき人工汗液で処理し、試験片とブルース
ケールを試験ホルダに取り付け、試験片回転枠に取り付ける。キセノン
ランプ又は紫外線カーボンアークの光源で露光し、試験片と変退色用ブ
ルースケールの変退色とを比較して、その堅ろう度を判定する。

Ⅰ定性
試験

色見本との目視比較による判断

繊維分野 取扱性能
試験

Ｌ０２１７ 取扱性能試験 洗い方（水洗い）、塩素漂白の可否、アイロンの掛け方及びドライクリー
ニングについて規定に基づく試験を行い、変退色、汚染、寸法変化、縫
いの変化などの品質を損なう変化の有無を目視で確認する。

Ⅰ定性
試験

試験結果が数値で表されない定性試験

鉄鋼・非鉄
金属分野

材料曲げ
試験

Ｚ２２４８ 金属材料曲げ
試験方法

試験片を規定の形状になるように曲げ、湾曲部外側にき裂等がないか
調べる。

Ⅰ定性
試験

試験結果は数値ではなく、裂けきず等の欠陥の有無で表現するため。

土木・建築
分野

セメント及
び混和剤
（材）試験

Ｒ５２０１ セメントの物理
試験方法

９．安定性試験 ２４時間養生したセメントペーストを９０分間煮沸して、自然冷却した後、
膨張性のひび割れ又はそりの有無を調べる。

Ⅰ定性
試験

試験結果が試験体の欠陥の有無で表現するため。

土木・建築
分野

骨材試験 Ａ１１０５ 細骨材の有機
不純物試験方
法

細骨材及び粗骨材（５ｍｍふるいを全て通過するように粉砕する）を共栓
付メスシリンダーにいれ３％水酸化ナトリウム溶液を加えて、２４時間後
に標準色と比べて判定する。

Ⅰ定性
試験

試験溶液をと標準色液の濃淡を目視で比較する。

土木・建築
分野

気密･水
密・耐風圧
試験

Ａ１４１４ 建築用構成材
（パネル）及びそ
の構成部分の
性能試験方法

６．５パネルの水
密試験

パネルに毎分４リットル／㎡の水を噴霧し、定められた加圧プロセスで加
圧したときの室内側への漏水状況を観察する。

Ⅰ定性
試験

漏水の有無の判断



JNLA認定
分野 試験方法 ＪＩＳの番

号 ＪＩＳの名称 試験方法の項
目番号 試験の概要

カテゴ
リー分
類結果

カテゴリー分類の理由･解析

土木・建築
分野

気密･水
密・耐風圧
試験

Ａ１５１７ 建具の水密性
試験方法

建具に毎分４リットル／㎡の水を噴霧し、定められた加圧プロセスで加
圧したときの室内側への漏水状況を観察する。

Ⅰ定性
試験

漏水の有無の判断

土木・建築
分野

材料強度
試験

Ａ５１０２ 天然スレート ６．３　衝撃試験 試験体を砂上に置き、中央部に０．５ｋｇのなす形おもりを規定の高さか
ら落下させ、き裂などの異常の有無を目視により観察する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

材料強度
試験

Ａ５４０５ 石綿セメント円
筒

６．２　耐衝撃性
試験

６時間以上浸せきした試験体を砂上に置き、中央部に０．５ｋｇのなす形
おもりを規定の高さから落下させ、管体の破壊の有無を目視により観察
する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

建築構成
部材の強
度試験

Ａ５７０２ 硬質塩化ビニル
波板

７．４衝撃試験 規定に基づき波の山頂に重錘を落下させ、その異常の有無を調べる。 Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

ルーフィン
グ試験

Ａ６０１３ 改質アスファル
トルーフィング
シート

６．３外観 ルーフィングを平面に広げ、著しいわん曲や起伏の有無等を目視によっ
て調べる。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

ルーフィン
グ試験

Ａ６０１３ 改質アスファル
トルーフィング
シート

６．１０耐へこみ
性

試験片をコンクリート平板の平滑面の上に置き、その中心にへこみ試験
器を２４時間静置した後、へこみ試験器を取り除き、貫通した穴の有無を
調べる。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

ルーフィン
グ試験

Ａ６０１３ 改質アスファル
トルーフィング
シート

６．１１耐疲労性 試験体を疲労試験機に固定し、０．５～２．５ｍｍの拡大縮小を２分に１
回の割合で、槽内温度２０±２℃で２００回、０±２℃で４００回繰り返し終
了後、下地板のき裂幅を２．５ｍｍに拡大した状態で試験片表面のひび
割れ・裂け・破断の有無を目視観察する。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

ルーフィン
グ試験

Ａ６０１３ 改質アスファル
トルーフィング
シート

６．１２耐折曲げ
性

試験片を水平ローラーの上に載せ、直ちにマンドレルを３００ｍｍ／ｍｉｎ
の速度で動かし、試験片を設定温度で１８０度に折り曲げて外面のき裂
発生の有無を調べる。

Ⅰ定性
試験

結果が数値で表されない定性試験。

土木・建築
分野

気密･水
密・耐風圧
試験

Ａ１４１４ 建築用構成材
（パネル）及びそ
の構造部分の
性能試験方法

６．５水密試験 建築用構成部材（パネル）を圧力箱に気密に取り付け、所定の圧力を負
荷しながら所定量の散水を行い、試験体を越える漏水を目視観察する。

Ⅰ定性
試験

測定の結果が漏水の有無で表される定性試験

土木・建築
分野

防・耐火試
験

Ｒ３２０４ 網入板ガラス及
び線入板ガラス

６．２加熱試験
及び加熱後の衝
撃試験

規定に基づき加熱したとき供試体に現れる現象を目視で確認する。加熱
終了後に質量３ｋｇの砂袋を、鉛直距離５０ｃｍの高さから振り子式に自
由落下させてガラス面の中央に衝撃を与える。

Ⅰ定性
試験

試験の結果が数値で表されない定性試験。


